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「神が抱きしめ…」

「教学と現代」報告（金子昭）／平成 29
年度公開教学講座のご案内

先月、昵懇にさせていただく教会長が亡
くなられた。私は葬儀の斎主を務めさせて
もらい、慌ただしい日が続いたが、少し落
ち着いて物事を考えられるようになったの
で気持ちを整理しながらこの巻頭言を書い
ている。氏は年輩だが元気な方であった。
昨年の暮れ、少しく体調の変化を感じ受診
したところ、「余命わずか」という医師の
診断が告げられた。思いもしない突然の宣
告に、本人はもとよりご家族も、その事実
を受け入れることは容易ではなかった。こ
との次第を夫人から聞かされた私も、全く
茫然自失の有様であった。
もちろん、私も教会長であるから親神

にたすけを希うのは当然であるが、その
一方で残された時間とどのように向かい
合うのか、これがとても大切なことと感
じた。『天理教教典』第七章「かしもの ･
かりもの」では、「古い着物を脱いで、新
しい着物と着かえるようなもので、次に
は、又、我の理と教えられる心一つに、
新しい身上を借りて、この世に帰つて来
る。」と教えられる。かりものである以
上、いずれはお返ししなければならない
が、「できるなら少しずつ、ゆっくりとそ
のお働きをお返しさせてはもらえません
か……」と願う日が続いた。信者の皆さ
んには、「心を込めてたすかりを願って下
さい」と申し上げた。それは祈りを通して、
会長がこれまで歩んでこられた信仰の人
生と一体化することができるはずと考え
たからである。各人がそれぞれの信仰の
歩みを確かめる、それが氏にとっては何
よりも生きる力になると考えたからであ
る。氏は大勢の信者の皆さんのおたすけ
を受けられ、失われ行く意識の中で、「か
しもの・かりものの理が分かったことが
何よりも嬉しい」と話して下さった。誰
もがその言葉に涙を禁じ得なかった。
身上出直しの消息について、

このものを四ねんいせんにむかいとり　
神がだきしめこれがしよこや　（三号109）
しんぢつにはやくかやするもよふたて　
神のせきこみこれがたい一　　（三号110）
と教えていただく。すなわち、人間の側か
らは、「身上を返す」ことであるが、親神
は「神が迎え取り、その魂を抱きしめ、ま
たこの世に返す」と言われる。どこまでも
親神の計らいで迎え取られるのであり、そ
の魂は暫し親神の懐に抱かれる。親神礼拝
の目標が、「ぢば、かんろだい」であるな
ら、その魂はあらゆる時空を超えてぢばに
帰り、「今生はご苦労様でした」と親神の
元にあるのだろう。そしてまた、親神の計
らいによってこの世に返えされる。それは
あたかも親鳥が雛鳥の誕生を待ちわび、自
らの温みで、その誕生を促すようなものか
も知れない。禅の公案に「啐

そったく

啄同時」があ
るが、まさにそうして生まれかわってくる
のだろう。ここにこの世における無限の生
を認めることができる。何と有難いことか。
私は悲しみに身が張り裂けそうで、「し

ずめ詞」も「告別詞」も涙を堪えること
ができず満足に奏上することもできな
かったが、信者の皆さんの祈りは、氏の
出直しを尊厳に満ちたものとして下さっ
た。後日、学生時代からの愛読書であっ
たＶ・Ｅ・フランクルの『それでも人生
にイエスと言う』（春秋社）を読み直した。
ご存知のようにフランクルは戦時の収容
所体験という極限状況のなか、「どこまで
も人生を肯定する」というロゴ・セラピー
を生み出しているが、「たしかに苦悩し
なければならないけれども、とにかく人
間にふさわしく意味のある苦悩が課せら
れている状態をどれほど切望したことで
しょうか」（72 頁）と述べている。悲し
く辛いできごとであったが、人間の尊厳
の中に意味あることとして受け止めてい
きたいと思っている。


